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ニュースを ろノ サクラエビは
渭

復活、 したのか

゜ 静
岡
大
カ
サ
レ
ト
研
究
室
提
供。

鈴
木

利
幸
特
任
助
教
か
各
年
2
0
0
尾
を
分

析
し
た

「
マ
ダ
イ
や
ヒ
ラ
メ
の
よ
う
に
サ
ク

ラ
エ
ビ
を
栽
培
漁
業
で
増
や
せ
な
い

か」
。

カ
サ
レ
ト・
ベ
ア
ト
リ
ス

特任

霞
ら
の
研
究
グ
ル
ー

プ
は 、
温

暖化

な
ど
地
球
環境
の
変
動
下
で
も
持
続
可

能な
伝
統
漁
が
成
り
立
つ
よ
う 、
栽
培

漁
業
の
可
能
性
を
念
頭
に
幼
生
の
生
育

実
験
を
繰
り
返
し
て
い
る 。
こ
れ
ま
で

に
産

卵期
の
ア
タ
マ
グ
ロ
と
呼ば
れ
る

襲
を
海
で

採取 、
2
0
2
1

年
夏
に

は
水
槽
内
で
ふ
化
し
た
幼
生
か
ら
稚
工

ビ
ま
で
最
長
63
日
間
生
育
す
る
こ
と
に

成
功
し
た 。

栽
培漁
業
と
は 、
卵
か
ら
稚
エ
ビ
な＂
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ど
に
な
る
ま
で
の一
番
弱
い
時
期
を
陸

上
養
殖
な
ど
で
育
て 、
無
事
に

外敵
か

ら
身
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
大
き
さ
に

な
っ
て
か
ら
放
流
し 、
自
然
の
海
で
成

長
し
た
も
の
を
漁
獲
す
る
漁
業 。
県
は

マ
ダ
イ 、
ヒ
ラ
メ 、
ト
ラ
フ
グ 、
ア
ワ
ビ

類
の
4
種
を
放
流
対
象
に
し 、

深海
魚

の
キ
ン
メ
ダ
イ
な
ど
の
種
苗
生
産
も
試

験
的
に
行
っ
て
い
る 。
こ
こ
に 、
近
い

将
来
再
び訪
れ
る
可
能
性
も
あ
る
深
刻

な
不
漁
に
備
え 、
サ
ク
ラ
エ
ビ
を
加
え

ら
れな
い
か
ー 。

こ
れ
ま
で
の
水
槽
実験
で
1

匹
の
ア

タ
マ
グ
ロ
か
ら

平均
約
8
0
0

個体 、

t

g
�
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 囀馬`

栽
培
漁
業

可
能
性
探
る

体長皿復稚工
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-

最
大
1
8
0
0
個
体
の

初期
幼
生
「
ノ

ウ
プ
リ
ウ
ス」
の
ふ
化
を
確
認
し
た 。

ふ
化
後
4
日
目
に
は
大
半
が
「
エ
ラ
フ

オ
カ
リ
ス」
と
な
っ
た 。
研
究
グ
ル
ー

プ
が
最
も
苦
慮
し
た
の
は 、
エ
ラ
フ
ォ

カ
リ
ス
ま
で

植物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
を
食

べ
て
い
た
サ
ク
ラ
エ
ビ
の
幼
生
が 、
次

の
ス
テ
ー

ジ
の
「
ア
カ
ン
ト
ゾ
マ」
に

移
る
際 、
次
第
に

動物
食
に
転
じ 、
植

物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
と
動
物プ
ラ
ン
ク
ト

ン
の
両
方
を
餌
に
す
る
よ
う
に
な
る
食

性
変
化
へ
の
対
応
だ 。
ア
カ
ン
ト
ゾ
マ

に
な
る
エ
ラ
フ
ォ
カ
リ
ス
は
1

割
程
度

し
か
お
ら
ず 、
餌
と
な
る
プ
ラ
ン
ク
ト

ン
の
サ
イ
ズ
や
割
合
な
ど
を
現
在検
討

中
だ
が 、
徐
々
に
生
存
率
が
改
善
さ
れ

つ
つ
あ
る
と
い
う 。

サ
ク
ラ
エ
ビ
の
幼
生
は一

般市
民
が

目

日

]̀
 

LI〖

静
大
研
究
グ
ル
ー。
フ

水槽でふ化幼生育つ

置P 曰24時間以内に卵がふ化し初

期幼生「ノウプリウス」が生まれる

国3~4 日で「エラフォカリス」

になる。 この段晒までは植物プラン

クトンを食べる 日さらに数週間で

「アカントゾマ」になる。 次第に動

物プランクトンも食べるようになる

曰さらに数週間で成体のサクラエ

ビに。 ふ化から成体になるには 1~

2カ月かかる

（静岡大カサレト研究室提供）

4
月
4
日
夜
に
あ
っ

た
令
年
の
駿
河
湾
春
漁
初
日
に
取
れ
た

サ
ク
ラ
エ
ビ
の
体
長
な
ど
を
翌
朝
に
分
析
す
る
鈴
木
利
幸
特

任
助
教
11

静
岡
市
駿
河
区
の
静
岡
大

蒲原沖海水に多最の海洋プラ

県
民
の
「
ソ
ウ
ル
フ
ー
ド」
が
戻

っ
て
き
た
1

今
年
の
駿
河
湾
サ
ク
ラ
エ
ビ
春
漁

涵漁
期
は
6
月
9
日
ま
で）
は
初
日

に
最
大
の

水揚
げ(
5
月
8
日
現
在）

を
記
録
し
た
後は 、
4
月切
日
夜
ま

で
の
計
8
回
の
操
業
で
ほ
ぼ
毎
回
十

数
此
か
ら
数十
吠
の
水
揚げ

を安
定

的
に
確
保 。
こ
こ
ま
で
の
総

水揚
げ

墨
は
1
6
8
吠
に
上
り 、
漁
期
途
中

で
す
で
に
昨
春
(
2
0
2
吠）
の
8

割以
上
と
な
っ
た 。
価
格は
1

ケ
ー

ス
（
応ず）
当
た
り
3
万
円
台
（
浜

値）
で
お
お
む
ね
推
移 。
不
漁
の
ど

ん
底
で
十
数
万
円
台
を
付け
て
い
た

数
年
前
に
比
べ 、
庶
民
に
も
手
が
届

年
春
漁
初
日
の
22
年
3
月⑩
日は
体

＜

隠
に
な
っ
て
い
る 。

長筏
程
度
の
エ
ビ
の
出
現
率
が
14

今
春
の
資源
の
改
善傾
向
は 、
漁

％
と
最
も
高
か
っ
た
の
に
対
し 、
今

獲
量
の
動
向
の
み
な
ら
ず 、
春
漁
初

年
春
漁
初
日
の
23
年
4
月
4
日は
そ

日
に
水
揚げ
さ
れ
た
サ
ク
ラ
エ
ビ
の

れ
よ
り
4 I炉
大
き
い
40 ff丘
程
度
の
エ

体
長
組
成
の
分
析か
ら
も
印
象
付
け

ビ
が
全
体
の
19.
5
％
と
最
も
多
か

ら
れ
る
と
い
う 。

っ
た 。
念
の
た
め
今
春
2
回
目
の
出

同
大
学
院
の
カ
サ
レ
ト・
ベ
ア
ト

漁
日
と
な
っ
た
9
日
に
取
れ
た
エ
ビ

リ
ス
特

任教
授
（
海
洋
生

物学）
を

2
0
0
磨
も
分
析
し
た
結
果 、
初
漁

中
心
と
す
る
研
究
グ
ル
ー

プ
の
鈴
木

日
同
様
の
結
果
を
確
認
し
た 。

利
幸
特
任
助
教
は 、
2
0
2
2
年
と

国
立中
央
水
産
研
究
所
元

所長
の

23
年
の
春
漁
初
日
に
水揚
げ
さ
れ
た

中
村
保
昭
上
海
海洋
大
教授
11

焼
津

サ
ク
ラ
エ
ビ
2
0
0
尾
の

体長
を比

市
11

は
「
主
産
卵
場
の
湾
奥
の
飼
料

較 。
今
年
は比
較的
本型
の
サ
ク
ラ

環境
の
良
さ
が
加
わ
り 、
昨
年生
ま

エ
ビ
が
多
い
こ
と
が
分
か
っ
た 。
昨

れ
の
卵
が
ふ
化
し 、
稚
エ
ビ
が
順
調

\／
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目
に
す
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
く 、
半
透

明
で
い
ず
れ
も
美
し
い 。
カ
サ
レ
ト

特

任教
授
の
グ
ル
ー

プ
は
将
来
的
に
漁
業

者
自
身
が
稚
エ
ビ
を
陸
上
養
殖
で
き
る

簡潔
な
手
法
を
開
発 、
資
源管
理
の
意

識
を
高
め
た
い
と
す
る 。

①2022年春漁初日に比べ23年は出現率のピ ー クを記録した長さが4勺大きくなった

②22年春漁初日のグラフは「双峰型」。 産卵期が遅れ、 前年生まれのエビか十分に育って

いない状態。 23年春漁は「単峰型」に改善し、 「通常の春漁」のグラフに戻っている

静大・三重野
客員教授調査

多--9

駿河湾産サクラエビの主産卵場の環境などを調べるた

めフィ ー ルドワ ー ク中の静岡大 研究グルー プ（手前左

から、鈴木利幸特任助教、豊田圭太学術研究員、カサレ

ト・ベア トリス特任教授、鈴木款特任教授）

=2020年10月、静岡市溝水区の由比漁港

産
卵
場
所

海
水
温
上
昇
？

駿
河
湾
産
サ
ク
ラ
エ
ビ
は

”

復活“
し
た
の
か 。
春
漁
初
日
の
4
月
4
日
の
水揚
げ
呈
は
計
約⑭
外
と
昨
春
(
O
.

9
吠）
の
40
倍
以上
に
達
し 、
そ
の
後
も
漁
獲重
は
安
定
的
に
推
移
す
る 。

静岡大
創
造
科
学
技術
大
学
院・
サ
ス
テ

ナ
ビ
リ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

の
研
究
グ
ル
ー

プ
に
よ
れ
ば 、

水揚
げ
さ
れ
た
サ
ク
ラ
エ
ビ
の
体
長
組
成分
析か
ら
も
資源
状

況
の
改
善
は
見
て
取
れ
る 。

（
「
サ
ク
ラ
エ
ビ
異
変」
取
材
班）

に
育
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ

る」
と
話す 。
加
え
て
中
村教
授が

注
目
す
る
の
は 、
23
年
春
漁
初
日
の

体
長
組
成
の
グ
ラ
フ
の
形
状
が
「一

つ
の
ヤ
マ
（
単
峰
型）
の
よ
う
に
見

え
る」
こ
と
だ 。
22
年
春
漁
の
グ
ラ

フ
の
場
合 、
36 ff5
（
幻
年
生
ま
れ）

と
42"
'=-
(
20

年生
ま
れ）
の
二
つ
の

ヤ
マ
（
双
峰
型）
が
あ
り 、
産

卵期

の
遅
れ
が
示
唆
さ
れ 、
前
年生
ま
れ

の
エ
ビ
が
十
分
に
育
っ
て
い
な
い
状

態
が
読
み
取
れ
る 。
こ
う
し
た
グ
ラ

フ
の
形
状
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
秋

漁
の
特
徴
に
類
似
し
て
い
て 、
中
村

教
授は
「
今
年
の
春
漁
は
近
年
の
漁

況
に
加
え
て 、
グ
ラ
フ
の

形か
ら
も

『
讐
の
春
漁』
に
戻
り
つ
つ
あ
る

兆
候が
あ
る」
と
み
る 。

な
ぜ
今
春
の
エ
ビ
は
大
き
い
の
か

| 。
カ
サ
レ
ト

特任
教授
ら
の
グ
ル

ー
プ
は 、
サ
ク
ラ
エ
ビ
が
産
卵
す
る

水
深
50
脳
以
浅
に
お
け
る
水温
に
関

係
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
と
み

る 。
国
立
研
究
開
発
法
人
水産
研
究

．

贅
闊
の

腐・
内
開
の
観

測
ブ
イ
デ
ー

タ
に
よ
れ
ば 、
深
刻
な

不
漁
に
陥
っ
た
闘
年
春
漁
前
の
14
S

17
年
の

春場
は
四
年
春
に
比
べ

数度

程
度
水
温
が
低
か
っ
た 。

水温
と
脱

皮

間隔
に
は
相
関
性
が
あ
る 、
と
の

研
究
が
あ
り 、
そ
う
し
た
こ
と
が
今

年
の
サ
ク
ラ
エ
ビ
の
体
長
を
左
右
し

た
可
能
性
も
あ
る
と
す
る 。

中
村

教授は
こ
う
し
た
こ
と
に
加

え 、
主
産
卵
期
の
遅
れ
が
そ
れ
ほ
ど

大
き
く
な
か
っ
た
こ
と
や 、
成
長
度

合
い
を
示
す
肥
満
度
な
ど
か
ら
も 、

さ
ら
に

科学
的
に
裏
付
け
て
い
く
必

要
性
も

指摘
す
る 。

近
年 、
海
洋
環
境
に
及
ぼ
す
深

刻
な
悪

影響
が
指
摘
さ
れ
る
「
海

洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク」

。
静
岡
大
の

三
重
野
哲
客
員
教
授
（
実

験物
理

学）
は 、
静
岡
市
清
水
区
蒲
原
の

沖

合約
1
5
0
0
店
の
海
域
で 、

サ
ク
ラ
エ
ビ
が
産
卵
す
る
水
深
50

認
よ
り
浅
い
海
中
に
漂
う
マ
イ
ク

ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

の分
析
を
進
め

て
い
る 。

こ
れ
ま
で
に
計
5
回
程度 、
毎

回
約⑳
認
の
水
を
採
取 。

微細
な

穴
が
開
い
て
い
る
フ
ィ

ル
タ
ー

で

こ
し
た
後 、

特殊
な
薬
液
で
残
留

物
の
中
に
あ
る生
物
由
来
の
細
胞

を
溶
か
し 、
電
子
顕
微
鏡
で
観
察

す
る
と
0.
ol
s
o.
2 ff5
程
度

の
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
1

認
の
海
水
に

平均
千
個
程度
存
在

し
た 。三

重
野
客
員
教
授は
富
士
川
河

口
な
ど
か
ら
の
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
流
入
の
現
状を
さ
ら
に
調

査

予定
で 、
一
般
に
海
底
に
た
ま

る
と
さ
れ
る
比
較
的重
い

海洋
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
に
つ
い
て
も
分
析
を

進
め
る
意
向
だ 。
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